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本稿では，放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分布推定に関する研究に対するシリーズ

講演における、コンクリート中の液水移動の検討について講演する。 
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1. 緒言 

本事業課題では、福島第一原子力発電所建屋のコンクリートを対象に、放射性物質の汚染の推定、遮蔽・

除染判断、処分時のシナリオ策定を想定した基礎検討を行った。経年変化および事故時の温度上昇にともな

った乾燥した表層コンクリートは、液水に接触すると水分の浸透を許す。この液水中に放射性物質が溶解し

ていると、移流の形でコンクリート深部に水が供給される。液水の移動メカニズムを解明し、所与の境界条

件で液水が浸透する量ならびに深さを予測する技術の開発を目的とした検討を行う。 

 

2. 実験および結果 

X 線ラジオグラフィを用いて異なる温度、乾燥度の水分移動を可視化した。水分の移動は、特に高温であ

るほど、接水初期には浸透深さと時間の平方根が比例関係から乖離する傾向にあり、その乖離するタイミン

グが早いことが明らかになった。この挙動を解明する目的で、1H-NMR Relaxometry で乾燥後のセメントペー

ストが水を吸い込んだ直後における水の挙動について確認した結果、粗大な空隙から浸透した水分が微細構

造中の水に変化することが確認された。水のマスバランス、および全空隙量から、粗大な空隙は微細な空隙

に置き換わっていると解釈され、このことは、コロイド的性質を有する珪酸カルシウム水和物（C-S-H）中の

微細構造中に水が浸透するとともに、C-S-H が膨潤し、粗大な空隙が C-S-H に置き換わったものと解釈でき

る。すなわち、水の浸透とともに、セメン系材料は C-S-H の凝集・膨潤によって空隙構造が変化し、特に乾

燥後の液水浸透の場合には空隙構造の微細化に伴って浸透速度が遅くなることが明らかになった。 

 

3. 結論 

長期の水分移動を予測する場合には、飽水状態で安定した場合の液水移動を評価する必要があり、その状

態のデータによって浸透深さを評価することで有意なデータを予測できることが明らかになった。 
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